
 

 

 

 

 

  

今大会で「論議されたもの」のつづきです。 
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JAPAN  TEACHERS’  UNION    ―教え子を再び戦場に送るなー 

２０２3．７．7        北九州市教職員組合にゅうす  

 

NO. ９ 

わからないこと・困ったことがあったら･･･   何でも気軽にお問い合わせください！ 

〒８０２－００７２ 小倉北区東篠崎 3丁目４－１ 

E-mail:jtuhokyu@lime.ocn.ne.jp    北九州教育会館 TEL（０９３）９５３－０３８１ 

第 32回 市教組定期大会、開催される！NO.2 

 

足原小の中島代議員からは、デタラメな法律を次々と成立させる国会の現状、安倍政権下で作られた教育

再生実行会議の問題点、教育に競争原理を持ち込み、競争を煽り教員も子ども追い詰められている教育
現場の実態と教研運動について提起しました。 

「安倍政権以降の教育改革は教師の体制への批判力を奪い、批判力を失った教師は、子どもたちが平和で

民主的な国家及び社会の形成者になることさえも奪っている、それはその子らを戦場に送ることにも

なりかねないと私は思う。一週間後に『沖縄慰霊の日』を迎えるが、毎年この日に思い出すのは、戦時中

に沖縄女子師範学校の教員として、ひめゆり学徒隊を率いた仲宗根政善さんの言葉である。目の前で若い

命が奪われた悲劇を見てきた彼は、時の権力に従ったことを反省し、『あの時は、しかたがなかったで

はすまされない』と戦後、語り続ける。今、私たちは安倍、菅、岸田政権が奪った『人権と平和を基調と

する教育』を教師と子どもに取り返さないといけない。『しかたない』と抵抗しないことは子どもたち

を戦場に送ることである。ではどのように行動するのか。そのヒントは 72次 3期教研にある。一つは 

性的少数者の視点で社会がどう変わらないといけないのかを子どもたちと考える貴 

船小の吉見さんの実践。もう一つは日本が本当にしなければならない国際連帯とは何 

かを考える戸畑中央小の古田さんの実践である。この二つの優れた実践は必ずや、子

どもたちを民主的な国家、社会の形成者とするものである。このような教育実践の

創造は教組の教研しかない。私も組合員として、教研運動に誇りと希望を持ち、今

期 73次教研に参加していきたい！」と強く訴えました。 

松田代議員からは「全員集会」と「女性部のとりくみ」について質問があり、赤木 

書記長が「組合員一人ひとりが組合員としての誇りを胸に参加してほしい、全員集会は 

必ず組織強化に繋げることができる。ここに参加している皆さんも知り合いの組合員 

への声かけをお願いします。」と強い訴えがありました。 

女性部長の神野さんから「今年度は女性部員全員に女性部の活動についてアンケートを行いました。そ

の中で、ミニ春をよぶ会で、職場の悩みを出し合い、ひとりではないという心強さを感じた。なかなか活

動はできなかったが、権利の学習会やジェンダーの学習会があれば参加したい。…等の声がありました。

そこで、今年度は、集合型の学習会の計画を立てています。また、アンケートに回答していただいた方と

話をして、新しく常任委員の仲間もできました。気軽に集まり、語り合うそんな会を目指していきたいと

思っています。」と答弁がありました。 

さらに松田代議員から、「沖縄慰霊の日をはじめ 10・21、12・8など 

節目の日に市教組は平和街宣を行っている。私もできるだけ参加して 

いるが、これは組合員としての矜持である。今なおロシアのウクライナ 

侵略を止めさせることができていない。ウクライナからのロシア軍の 

早期撤退の声を大きくしていこう。」と訴えがありました。 

 


